
 
 

    
 

第 28 回 AEM プラス 3会合 

2025 年 9 月 24 日、マレーシア、クアラルンプール 

 

 

共同メディア声明（仮訳） 

 

 

1. 第 28回 ASEAN 経済大臣（AEM）プラス 3会合は、2025 年 9月 24日にマレーシ

アのクアラルンプールで開催された。会合では、マレーシアのザフルル・アジズ投

資貿易産業大臣、中華人民共和国の鄢東商務部副部長、日本の武藤容治経済産業大

臣、韓国のヨ・ハング通商交渉本部長が共同議長を務めた。また、東ティモール民

主共和国のフィリプス・ニノ・ペレイラ商工大臣がオブザーバーとして参加した。 

 

2. 会合では、ASEAN の予備的統計に基づき、ASEAN とプラス 3 諸国間の双方向貿

易総額は2023年の1兆1,340億米ドルから2024年には1兆2,170億米ドルへと7.3%

増加したことが指摘された。一方、プラス 3 諸国から ASEAN への外国直接投資（FDI

）の総額は 2023 年の 337億米ドルから 2024 年には 444億米ドルへと 31.5%増加し、

ASEAN への FDI 流入総額の 19.7%を占める。 

 

3. 会合では、不確実性をもたらし、サプライチェーンの強靱性に影響を与え、

特に中小零細企業（MSME）をはじめとする企業や世界貿易の動向に重大な課題をも

たらしている現在の世界的な貿易摩擦を含む、地域および世界経済の課題について

意見交換が行われた。こうした背景の下、会議は、世界貿易機関（WTO）を中核とす

る、開放的で、差別がなく、予測可能で、透明性があり、自由で、公正で、包摂的

で、持続可能で、ルールに基づく多角的貿易体制を維持するというコミットメント

を再確認した。特に、会議は一方的かつ保護主義的な措置に対する懸念を表明し、

世界的な貿易上の懸念に対処するため、WTO を建設的な関与のために活用し、協力

的な解決策を模索するための共同の努力を改めて表明した。会合は、ASEAN と日中

韓のより緊密な経済協力を促進することの重要性を強調した。新たな世界経済情勢

が生まれる中で、ASEAN+3 の経済協力は、これらの共通課題への対応のみならず、

地域における包摂的かつ持続可能な成長の継続的な推進においても重要な役割を担

うことが、本会合で改めて確認された。 

 

4. 会合は、ASEAN+3 経済協力作業計画（ECWP）2025-2026 の実施状況、ならびに

中小零細企業育成、民間セクターの関与とステークホルダー対話、貿易円滑化、デ

ジタル経済、持続可能な開発など、幅広い分野における経済協力の良好な成果に留

意した。会合は、経済協力活動が ASEAN と ASEAN+3 諸国の貿易・投資フローの促進

、サプライチェーンの強靭性向上への貢献、そして地域および世界情勢の進展に伴

う課題への対応を支援することを強調した。会合は、デジタル取引においてデータ

流通を促進し、消費者とビジネスの信頼性を強化することの重要性を認識した。 



 
 

 

5. 会合は、WTO が世界経済の成長促進において果たしてきた重要な役割を認識

し、世界的な公正な競争条件の確保など、現在および新たな世界貿易課題への対応

においてWTOの継続的な関連性と有効性を確保するため、WTO改革を共同で推進する

ことの重要性を強調した。この点で、会合は、全ての WTO 加盟国が利用できる、完

全にかつよく機能する紛争解決制度の整備を含む、WTO のすべての機能を向上させ

るために必要な WTO 改革に取り組むというコミットメントを再確認した。会合は、

関心事項の前進にあたり複数国間の協議と交渉が果たす役割を認識し、開発のため

の投資円滑化協定と電子商取引に関する協定を WTO の法的枠組みに組み込むことを

検討するよう求めた。また、会合では、2026 年 3 月にカメルーンで開催される第 14

回 WTO 閣僚会議（MC14）において、有意義かつ実践的な成果を上げるために緊密に

協力していく決意を表明した。会合は、より多くの ASEAN 加盟国に対し、開発のた

めの投資円滑化協定への参加を検討するよう呼びかけた。また、会合は、デジタル

経済に確実性と予見可能性をもたらすことを目的として、電子的送信に対する関税

不賦課モラトリアムに関する進行中の議論にも留意した。 

 

6. 会合は、2025年のEABC-JETRO調査の結果に基づく東アジアビジネスカウンシ

ル（EABC）の提言に留意した。 

 

7. 会合は、東ティモールが ASEAN への正式加盟に向けたロードマップへの継続

的なコミットメントを表明し、ロードマップに示されたすべての基準が完全かつ効

果的に達成されることを期待した。会合は、東ティモールの ASEAN 統合努力への支

持を再確認し、地域経済への効果的な統合を促進するために、継続的な能力構築と

技術支援を提供する用意があることを表明した。 
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